
姫路市感震ブレーカー設置促進事業補助金交付要綱 

 

令和 ８年１０月１５日 

 

姫路市長  清 元 秀 泰 

 

姫路市感震ブレーカー設置促進事業補助金交付要綱を次のように定める。 

 

姫路市感震ブレーカー設置促進事業補助金交付要綱 

（趣旨） 

第 1 条 この要綱は、地震発生時における電気火災の発生を抑制し、市民

の安全を確保するため、建築物に感震ブレーカーを設置する者に対し、

予算の範囲内において姫路市感震ブレーカー設置促進事業補助金（以下

「補助金」という。）を交付することについて、必要な事項を定めるも

のとする。 

 （補助対象建築物） 

第１条の２ この要綱による補助金の対象となる建築物（以下「補助対象

建築物」という。）は、兵庫県が定める中播都市計画防災街区整備方針

における防災再開発促進地区及び課題地域（別図１から別図７までのと

おり。以下「対象地域」という。）に存する建築物とする。この場合に

おいて、当該建築物が共同住宅等の複数の住戸又は事業の用に供する区

画（以下「テナント」という。）で構成されている場合であって、それ

ぞれの住戸又はテナントごとにブレーカーが設置されているときは、当

該住戸又はテナントごとに補助対象建築物として取り扱うものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、過去にこの要綱の規定による補助金の交付

を受けた建築物（同項後段の場合にあっては、当該住戸又はテナント）

は、補助対象建築物としない。  

（補助対象者）  



第２条 補助金の交付を受けることができる者（以下「補助対象者」とい

う。）は、次の各号に掲げる要件を全て満たす者とする。 

⑴  第６条の規定による申請の日において次のいずれかに該当する者

であること。 

ア 補助対象建築物に居住する世帯の世帯主 

イ 補助対象建築物の所有者（アに掲げる者を除く。）  

ウ 補助対象建築物の賃借人（アに掲げる者を除く。）  

⑵ 姫路市暴力団排除条例（平成２４年条例第４９号）第２条第１号に

規定する暴力団若しくは同条第２号に規定する暴力団員又はこれら

のものと社会的に非難されるべき関係を有するものでないこと。 

（補助対象事業）  

第３条 この要綱による補助金の対象となる事業（以下「補助対象事業」

という。）は、令和８年９月１日以後に補助対象者が補助対象建築物に

感震ブレーカー（設定値以上の震度の地震を感知した際に、ブレーカー

を落とすことにより１戸全体の通電を遮断する機能を有する器具であ

って、一般社団法人日本配線システム工業会が定める感震機能付住宅用

分電盤規格に適合するもの又は一般財団法人日本消防設備安全センタ

ーが定める消防防災製品等推奨規程（平成１８年消安セ規程第１４号）

第８条第１項の規定による推奨証の交付を受けたものをいう。以下同じ

。）を購入し、及び設置する事業とする。 

 （補助対象経費） 

第４条 この要綱による補助金の対象となる経費（以下「補助対象経費」

という。）は、感震ブレーカーの購入費及び設置に要する工事費（消費

税及び地方消費税相当額を除く。）とする。 

 （補助金の額） 

第５条 この要綱による補助金の額は、補助対象経費に３分の２を乗じて

得た額とし、７，０００円を上限とする。 

２ 前項の規定により算定した額に１，０００円未満の端数があるときは



、これを切り捨てるものとする。 

（交付申請）  

第６条 補助対象者が補助金の交付を受けようとするときは、交付申請書

兼請求申請書（様式第１－１号、第１－２号、第１－３号）に次に掲げ

る書類を添えて、補助対象事業が完了する日の属する年度の３月１日（

その日が姫路市の休日を定める条例（平成２年姫路市条例第１５号）第

２条第１項に規定する市の休日（以下「市の休日」という。）に当たる

ときは、その日前においてその日に最も近い市の休日でない日）までに

、市長に提出しなければならない。ただし、市長が公簿等により確認す

ることができるときは、当該書類の添付を省略することができる。 

⑴ 本人確認書類（顔写真付きのものについては１点、それ以外のもの

については２点）の写し 

⑵ 感震ブレーカーの設置状況が確認できる現況写真  

⑶ 感震ブレーカーの購入及び工事に要した費用に係る領収書又はレ 

シートの写し 

⑷ 補助金の振込先銀行口座が確認できる通帳の写し 

⑸ 感震ブレーカーの品番等が確認できる書類の写し 

⑹ 世帯主の住民票の写し（第２条第１号アに該当する者に限る。）  

⑺ 登記事項証明書又は固定資産（家屋）評価証明書の写し（第２条第

１号イに該当する者に限る。） 

⑻ 賃貸借契約書の写し（第２条第１号ウに該当する者に限る。）  

 （補助金の交付決定） 

第７条 市長は、前条の規定による申請を受けたときは、その内容を審査

し、補助金を交付することが適当と認めたときは補助金交付決定通知書

（様式第２号）により、補助金を交付するのが不適当と認めたときは補

助金不交付決定通知書（様式第３号）により、それぞれその旨を前条の

規定による申請を行った者に通知するものとする。 

 （補助金の請求） 



第８条 前条の規定により補助金の交付決定を受けた者（以下「補助事業

者」という。）は、速やかに市長に補助金の交付を請求するものとする

。 

 （補助金の支払） 

第９条 市長は、前条の規定による請求を受けたときは、速やかに補助事

業者に補助金を支払うものとする。 

 （補助事業者の維持管理） 

第１０条 補助事業者は、この要綱の規定による補助を受けて設置した感

震ブレーカーについて、その機能が適切に維持されるよう、メーカーの

推奨する点検方法に基づき、定期的に作動確認を行うなど、適正な維持

管理に努めなければならない。 

 （決定の取消し及び返還） 

第１１条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、補助

金交付決定取消通知書（様式第４号）により通知し、補助金の交付決定

を取り消すことができる。 

⑴ 虚偽又は不正の手段により補助金の交付を受けたとき。  

⑵ この要綱の規定に違反したと認められるとき。 

２ 市長は、前項の規定により補助金の交付の決定を取り消した場合にお

いて、既に補助金が交付されているときは、速やかに、補助事業者に対

し補助金返還命令書（様式第５号）により、当該取消しに係る部分につ

いて、期限を定めてその返還を命ずることができる。 

 （申請等の管理） 

第１２条 市長は、この要綱の規定による申請に係る事務を補助金交付管

理簿（様式第６号）により管理するものとする。 

 （その他） 

第１３条 この要綱に定めるほか、この補助金の交付に必要な事項につい

ては、別に定める。 

   附 則  



この要綱は、令和８年１０月１５日から施行する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別図１（第２条関係） 

 

 

別図２（第２条関係） 

 

 

 

 

防災再開発促進地区（姫路城南地区） N

課題地域（本町白鷺町） N



別図３（第２条関係） 

 

 N



別図４（第２条関係） 

 

 

別図５（第２条関係） 

 

 

  

課題地域（柿山伏・龍野町・西新町周辺） N

課題地域（飾磨区御幸周辺） N



別図６（第２条関係） 

 

 

別図７（第２条関係） 

 
 

 

 

 

 

課題地域（飾磨区大浜周辺） N

課題地域（広畑区本町周辺） N



様式第１－１号(第６条関係) 
  

年   月   日  
 （宛先）姫路市長  
                  補助対象者(補助金申請・請求者 ) 
                  住   所  〒    - 
                       
                                         
                  (ﾌﾘｶﾞﾅ) 
                  氏   名                                                 

                                               
生年月日 

                             年    月    日    
                  電話番号（平日の日中に連絡の取れる番号）  
                              
                                         

交付申請書兼請求申請書  
 

姫路市感震ブレーカー設置促進事業補助金交付要綱第６条の規定により、次のとおり申
請します。 

４ 交付申請額及び請求額の算出の基礎  
Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  

補助対象経費 
購入金額(税抜) 

補助率 
基礎額 
Ａ×Ｂ 

(千円未満切捨) 
上限額  

申請額・請求額  
(ＣとＤのいずれか  

低い額) 

 円  ２／３ 円  ７，０００円 円  

５ 振込先口座(申請者本人の口座に限る ) 

金融機関 

金融機関名（銀行・信用

金庫・信用組合・農協）  
金融機関コード 

店名 
(支店・本店・
支所・出張所) 

支店コード 
(店番号) 

         

預金種別  
□普通預金□当座預金     
※どちらかに☑  

口座番号 
(右詰め) 

 
  

 
   

（フリ ガナ）   

口座名義人 
 

※ゆうちょ銀行の場合は、「振込用の店名・預金種目・口座番号（７桁）」（通帳見開き
下部に記載）をご記入ください。   

１ 実施建 築物 所在地  

(住 居表 示 ) 

姫路市  

２ 事業完了日      年   月  日（感震ブレーカーを設置した日） 

３ 事業内容 
※ 設 置 し た 感 震 ブ レ
ー カ ー の 設 置 種 別 と
メ ー カ ー 名 等 を 記 載
してください。 

設 置 種 別 

□ 既存分電盤を取換え□ 既存分電盤に取付け 
□ コンセントタイプ  
※分電盤に漏電遮断器が付いている建築物に限る  

□ 簡易タイプ 

メーカー名 
                             
製  品  名  
                             
品    番  
                             

※裏面に続く  

【居住者用】 
申請建築物に居住している方。※住民票で
世帯主であることを確認できる方に限る。 



６ 添付書類 
次の全ての書類がそろっていることを確認し☑を入れてください。  

  
７ 補助金申請の誓約・同意事項  

次の内容を確認の上、☑を入れてください。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

添 付 書 類 注 意 事 項 

①  □ 本人確認書類（運転免許証、マ
イナンバーカード等）の写し 

上記の補助対象者の住所と一致することが
必要 
※運転免許証は両面が必要、マイナンバー
カードは表面のみ必要です。 

②  □ 完成写真 
「設置状況が分かる全景写真と設置箇所の
詳細がわかる写真」の２枚の写真を添付す
ること 

③  □ 領収書又はレシートの写し  
工事を伴う場合はその工事費も含めたもの  
※令和８年９月１日以降に発行された領収
書等に限る 

④  □ 補助金の振込先銀行通帳の写し  補助対象者本人の口座に限る  

⑤  □ 感震ブレーカーの品番等が確認
できる書類の写し  

メーカー名、製品名、品番が分かるもの 

⑥  
住民基本台帳閲覧同意
欄(どちらかに☑を入れ
てください。 ) 

同意す る  □  
※同意する場合は、世帯主の住民票の写し

は不要です。 

同意し ない  □  
※同意しない場合は、世帯主の住民票の写

しを添付してください。  

  誓 約 及 び 同 意 内 容 

①  □ 

姫路市暴力団排除条例第２条第 1 号に規定する暴力団又は同条第２号に規定
する暴力団員に該当しません。また、暴力団又は暴力団員と密接な関係を有
していません。また、必要に応じて市が兵庫県警察本部に照会することにつ
いて同意します。  

②  □ 
【共同所有の場合のみ】 
感震ブレーカーを設置すること及び本申請について、他の所有者の承諾を受
けています。 

③  □ 

【借家人又はアパート入居者で工事を伴う感震ブレーカーを設置する場合の
み】 
感震ブレーカーを設置すること及び本申請について、建築物の所有者の承諾
を受けています。  

④  □ 
【コンセントタイプの感震ブレーカーを設置する場合のみ】 
感震ブレーカーを設置する住居部分の分電盤に漏電遮断器が付いていること
を確認しました。  

⑤  □ 

過去に本申請の実施建築物（共同住宅等の複数の住戸が存在する建築物につ
いては、それぞれの住戸を一の建築物としてみなす。）において、本要綱によ
る補助金の交付を受けた者又は当該者と同一の世帯に属する者でありませ
ん。 

⑥  □ 
その他、姫路市感震ブレーカー設置促進事業補助金交付要綱の規定に従い、
補助金交付後に、交付要件に該当しない事実や不正等が発覚したときは、補
助金を返還します。  

⑦  □ 申請書の内容を訂正する必要となった場合は、訂正を承諾します。  



様式第１－２号(第６条関係) 

  
年   月   日  

（宛先）姫路市長  
                  補助対象者(補助金申請・請求者 ) 
                  住   所  〒    - 
                       
                                         
                  (ﾌﾘｶﾞﾅ) 
                  氏   名                                                 

                                               
生年月日 

                             年    月    日    
                  電話番号（平日の日中に連絡の取れる番号） 
                              
                                                

交付申請書兼請求申請書  
 

姫路市感震ブレーカー設置促進事業補助金交付要綱第６条の規定により、次のとおり申
請します。 

４ 交付申請額及び請求額の算出の基礎  
Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  

補助対象経費 
購入金額(税抜) 

補助率 
基礎額 
Ａ×Ｂ 

(千円未満切捨) 
上限額  

申請額・請求額  
(ＣとＤのいずれか  

低い額) 

 円  ２／３ 円  ７，０００円 円  

５ 振込先口座(申請者本人の口座に限る ) 

金融機関 

金融機関名（銀行・信用

金庫・信用組合・農協）  
金融機関コード 

店名 
(支店・本店・
支所・出張所) 

支店コード 
(店番号) 

         

預金種別  
□普通預金□当座預金      
※どちらかに☑  

口座番号 
(右詰め) 

 
  

 
   

（フリ ガナ）   

口座名義人 
 

※ゆうちょ銀行の場合は、「振込用の店名・預金種目・口座番号（７桁）」（通帳見開き
下部に記載）をご記入ください。   

１ 実施建 築物 所在地  

(住 居表 示 ) 

姫路市  

２ 事業完了日      年   月  日（感震ブレーカーを設置した日）  

３ 事業内容 
※ 設 置 し た 感 震 ブ レ
ー カ ー の 設 置 種 別 と
メ ー カ ー 名 等 を 記 載
してください。 

設 置 種 別 

□ 既存分電盤を取換え□ 既存分電盤に取付け  
□ コンセントタイプ  
※分電盤に漏電遮断器が付いている建築物に限る  

□ 簡易タイプ 

メーカー名 
                             
製  品  名  
                             
品    番  
                             

【建築物所有者用】 
申請者が申請建築物の所有者であり、申請建
築物に居住していない方。※居住している方
は「居住者用」で申請してください。 

※裏面に続く  



６ 添付書類 
次の全ての書類がそろっていることを確認し☑を入れてください。  

  
７ 補助金申請の誓約・同意事項  

次の内容を確認の上、☑を入れてください。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

添 付 書 類 注 意 事 項 

①  □ 本人確認書類（運転免許証、マ
イナンバーカード等）の写し 

上記の補助対象者の住所と一致することが
必要 
※運転免許証は両面が必要、マイナンバー
カードは表面のみ必要です。 

②  □ 完成写真 
「設置状況が分かる全景写真と設置箇所の
詳細がわかる写真」の２枚の写真を添付す
ること 

③  □ 領収書又はレシートの写し  
工事を伴う場合はその工事費も含めたもの  
※令和８年９月１日以降に発行された領収
書等に限る 

④  □ 補助金の振込先銀行通帳の写し  補助対象者本人の口座に限る  

⑤  □ 感震ブレーカーの品番等が確認
できる書類の写し  

メーカー名、製品名、品番が分かるもの 

⑥  □ 建築物所有者が分かる書類の写
し 

登記事項証明書又は固定資産(家屋)評価証明
書 

  誓 約 及 び 同 意 内 容 

①  □ 

姫路市暴力団排除条例第２条第 1 号に規定する暴力団又は同条第２号に規定
する暴力団員に該当しません。また、暴力団又は暴力団員と密接な関係を有
していません。また、必要に応じて市が兵庫県警察本部に照会することにつ
いて同意します。  

②  □ 
【共同所有の場合のみ】 
感震ブレーカーを設置すること及び本申請について、他の所有者の承諾を受
けています。 

③  □ 
【コンセントタイプの感震ブレーカーを設置する場合のみ】 
感震ブレーカーを設置する建築物の分電盤に漏電遮断器が付いていることを
確認しました。 

④  □ 

過去に本申請の実施建築物（共同住宅等の複数の住戸又は複数のテナントが
存在する建築物については、それぞれの住戸又はテナントを一の建築物とし
てみなす。）において、本要綱による補助金の交付を受けた者又は当該者と同
一の世帯に属する者でありません。  

⑤  □ 
その他、姫路市感震ブレーカー設置促進事業補助金交付要綱の規定に従い、
補助金交付後に、交付要件に該当しない事実や不正等が発覚したときは、補
助金を返還します。  

⑥  □ 申請書の内容を訂正する必要となった場合は、訂正を承諾します。  



様式第１－３号(第６条関係) 
  

年   月   日  
（宛先）姫路市長  
                  補助対象者(補助金申請・請求者 ) 
                  住   所  〒    - 
                       
                                         
                  (ﾌﾘｶﾞﾅ) 
                  氏   名                                                 

                                               
生年月日 

                             年    月    日    
                  電話番号（平日の日中に連絡の取れる番号）  
                              
                                                

交付申請書兼請求申請書  
 

姫路市感震ブレーカー設置促進事業補助金交付要綱第６条の規定により、次のとおり申
請します。 

４ 交付申請額及び請求額の算出の基礎  
Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  

補助対象経費 
購入金額(税抜) 

補助率 
基礎額 
Ａ×Ｂ 

(千円未満切捨) 
上限額  

申請額・請求額  
(ＣとＤのいずれか  

低い額) 

 円  ２／３ 円  ７，０００円 円  

５ 振込先口座(申請者本人の口座に限る ) 

金融機関 

金融機関名（銀行・信用

金庫・信用組合・農協）  
金融機関コード 

店名 
(支店・本店・
支所・出張所) 

支店コード 
(店番号) 

         

預金種別  
□普通預金□当座預金     
※どちらかに☑  

口座番号 
(右詰め) 

 
  

 
   

（フリ ガナ）   

口座名義人 
 

※ゆうちょ銀行の場合は、「振込用の店名・預金種目・口座番号（７桁）」（通帳見開き
下部に記載）をご記入ください。   

１ 実施建 築物 所在地  

(住 居表 示 ) 

姫路市  

２ 事業完了日      年   月  日（感震ブレーカーを設置した日）  

３ 事業内容 
※ 設 置 し た 感 震 ブ レ
ー カ ー の 設 置 種 別 と
メ ー カ ー 名 等 を 記 載
してください。 

設 置 種 別 

□ 既存分電盤を取換え□ 既存分電盤に取付け 
□ コンセントタイプ   
※分電盤に漏電遮断器が付いている建築物に限る  

□ 簡易タイプ 

メーカー名 
                             
製  品  名  
                             
品    番  
                             

【建築物占有者用】 
申請者が申請建築物のテナント等を借りている
方。※テナント等に居住している方は「居住者
用」で申請してください。 

※裏面に続く  



６ 添付書類 
次の全ての書類がそろっていることを確認し☑を入れてください。  

  
７ 補助金申請の誓約・同意事項  

次の内容を確認の上、☑を入れてください。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

添 付 書 類 注 意 事 項 

①  □ 本人確認書類（運転免許証、マ
イナンバーカード等）の写し 

上記の補助対象者の住所と一致することが
必要 
※運転免許証は両面が必要、マイナンバー
カードは表面のみ必要です。  

②  □ 完成写真 
「設置状況が分かる全景写真と設置箇所の
詳細がわかる写真」の２枚の写真を添付す
ること 

③  □ 領収書又はレシートの写し  
工事を伴う場合はその工事費も含めたもの  
※令和８年９月１日以降に発行された領収
書等に限る 

④  □ 補助金の振込先銀行通帳の写し  補助対象者本人の口座に限る  

⑤  □ 感震ブレーカーの品番等が確認
できる書類の写し  

メーカー名、製品名、品番が分かるもの 

⑥  □ 賃貸借契約書の写し  賃貸借契約期間内であるものに限る  

  誓 約 及 び 同 意 内 容 

①  □ 

姫路市暴力団排除条例第２条第 1 号に規定する暴力団又は同条第２号に規定
する暴力団員に該当しません。また、暴力団又は暴力団員と密接な関係を有
していません。また、必要に応じて市が兵庫県警察本部に照会することにつ
いて同意します。  

②  □ 
【工事を伴う感震ブレーカーを設置する場合のみ】  
感震ブレーカーを設置すること及び本申請について、建築物の所有者の承諾
を受けています。  

③  □ 
【コンセントタイプの感震ブレーカーを設置する場合のみ】 
感震ブレーカーを設置する占有部分の分電盤に漏電遮断器が付いていること
を確認しました。  

④  □ 
過去に本申請の実施建築物（複数のテナントが存在する建築物については、
それぞれのテナントを一の建築物としてみなす。）において、本要綱による補
助金の交付を受けた者又は当該者と同一の世帯に属する者でありません。  

⑤  □ 
その他、姫路市感震ブレーカー設置促進事業補助金交付要綱の規定に従い、
補助金交付後に、交付要件に該当しない事実や不正等が発覚したときは、補
助金を返還します。  

⑥  □ 申請書の内容を訂正する必要となった場合は、訂正を承諾します。  



様式第２号（第７条関係） 
 

  姫路市指令消防予感震第   号                     

年   月   日  

 

          様  

 

                             姫路市長          

 

補助金交付決定通知書 
 

    年  月  日付で申請のあった補助金については、次のとおり補助金の交付を

決定しましたので、姫路市感震ブレーカー設置促進事業補助金交付要綱第７条の規定

により通知します。 

 

 

記  

 

 

 

 

補助金決定額                円  

 

 

交付条件 

１ この補助金の交付の対象となる事業は、貴方から提出された交付申請書兼請求申

請書及び添付書類に記載されたとおりとします。  

２ 虚偽又は不正の手段により補助金の交付を受けたとき又は姫路市感震ブレーカー

設置促進事業補助金交付要綱の規定に違反したときは、交付の決定を取り消し、補

助金の返還を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



様式第３号（第７条関係） 

 

  姫路市指令消防予感震第   号                     

年   月   日  

 

          様  

 

                             姫路市長          

 

補助金不交付決定通知書 
 

    年  月  日付で申請のあった補助金については、下記の理由により交付しな

いことを決定しましたので、姫路市感震ブレーカー設置促進事業補助金交付要綱第７

条の規定により通知します。 

 

 

記  

 

 

（理由）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



様式第４号(第１１条関係) 

 

         姫路市指令消防予感震第   号                     

年   月   日  

 

         様  

 

                             姫路市長          

 

補助金交付決定取消通知書 
 

    年  月  日付姫路市指令感震ブレーカー第  号にて交付決定した補助金に 

ついて、次のとおり取り消すこととしたので、姫路市感震ブレーカー設置促進事業補  

助金交付要綱第１１条第 1 項の規定により通知します。 

１ 補助金等の交付決定額                               円  

２ 補助金等の交付取消額                         円  

３ 取消しの理由                  

 

 

 

 

 

 

  



様式第５号(第１１条関係) 

 

 

                    姫路市指令消防予感震第   号                     

年   月   日  

 

         様  

 

                               姫路市長          

 

補助金返還命令書 

 
 姫路市感震ブレーカー設置促進事業補助金交付要綱第１１条第２項の規定により

次のとおり補助金の返還を求めます。 

 

１ 返還すべき金額               円  

２ 返還を命ずる理由  

３ 交付決定番号    年    月   日      第     号  

４ 返還期限    年    月   日       

５ 返還方法  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

様式第６号(第１２条関係) 

補助金交付管理簿 

受付番号 
交付申請書兼請求申請書 

(受付年月日)  
補助対象者名 実施建築物所在地 

補助金交付決定通知   
(年月日・交付番号) 

交付決定金額(円) 
補助金交付 
（年月日） 

その他の通知 
(年月日・交付番号) 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        
(注)各項目欄については、申請内容及び進捗状況について記述する。 

 


